
章議民ノ卒事え

字 270-11 我孫子市我孫子 185相

変:r0471(85Jl1 1 1

雛693号

錨酌 曜量

ぎ話て

Za喜
怒 4 奉

18発Iif士
号宰畏号累
毘妻 、グ〉

.l;.t 1 i長
内 j塁 i宣
"(' 6 (ま
す日

、1京
1 11'1 

首E
@令。 φ.....φφ@φφφφφ@φ.... 
φ 
φ 
φ 
φ 
φ 
φ 
φ 
φ 
@ 

@ 

令

@ 。
φ 
@ 。
@ 

@ 

司砂

場谷

⑫ .. 
φ 

j老いへの対蕗を探る
: 9舟20B(土〉
: 一市畏会館
。マ掘時 停口三発ん表号'"

:詰還し:堅議 iまiZぺZ芸書 2!墨
告(;f的叫てなに:等千円てり J 露

。午人ぃ総務惜がな真入銀い善事?守二
f象的理手議長'"らり展キ感る ιシ活字

.. 1 お命で怪人見動で桑で電話じる議
@時 jとりさ奉ずてかは照的人的議暴露
φ 利子チネLる 人 多 い な 1 し写世殺り
。分"手 tそのカ h るい枚 蕊帝人餓
@かり~界塑つ婦人町大壌を、け
@ り し フ 的 持 た 人 弓 反 で 訪 < t-r 

〉中えー と 、ポ真草草は五五百 2a
..干すでよい自口にを 6 密保~
φ 5きる 、棋士をポク呼El予言量!
⑫ 

一一一一一一… " 惨め減 Eち老 ま 5}~ y 

入…警警 機総務r湾総務長蕊~冬季す寺霊骨仁九老老す f多誰絹 9 ね

主誠 撃士一露露鰻謡 3またま護手室主主。安安芸き 1 ま
欝滋緩欝拶ミ義務議議議診 参め号!lj，ケ積罫書 浴 i苔ォ h五五で

日 銭 酔与謝錦織 3Z潟究室 よZZ ま室今襲守主
詩書 Fぞいー 移斡iヰ議綴綴総 φ すぎをの ワ i通季語 予i表参 1'':長誕ヅ

論絞殺 ¥議畿ゑ滋議淡之 参 内さプみま主 用どたUな議官ゐ
E貧乏議 d経議長議議 φ れる蔓 カにコ 方乗汗つ〉フ

d悪評演畿校校淑欲; 、グ 、去摺号

は童三 軌調鱗踏 ド はて f行 z
を議録 人 建 鳴

き 111 ぷ鮮 に、 し ぬ ン

附"削附 1lIlIll!fir: 1II川 11111問 i iHllIIm'~llIIMi;;flH\川附iilllllll令帥削除山市船l泊 IIII"::lUU鮮が'llI!;'illlU'>" ，1I11， :'11後汁l1t;~!1l!， 'iパI附号制11院制限的制抑制 11際的役総長"緑樹糊

ヨ乱高 背入る

i ZE;if何ゴミ u へんパーはよき話し相手
町味気人 F口 w
持わ泡 f主や芸ロテ {ゆ i ホームヘルパー銅IJIlま

f (/)ぇ長用 70' 、ヒレ ~'- し一 一ー 一
3竪弁 u立でに開 l ピ I J手動 後覇地 4 単語1. 璽謬蚤翠襲覇 盗殺 "1 人〈
フ1手当すかき造住はや占 様麓日夜議塾議鞠優越緩議議議緩鮭鐙 L ・ 村正主し 15
nrr:と 主主るさ 、明、ノ宅 ム | 凶襲警 h 長選議麓霊童騨謹聾援護畿欝特内事 弁芳子 、年

三ど 畦道 ι立竺 7 人民 | 月齢擁護謹襲韓議欝欝撃陣里二宮，予約
悦し ;き L1iL7L J干嘉 ~務議選議議饗鐘襲麓額際畿畿韓議 正当 u ケ
約二 泉 Jまるど面全社 oI ;て議選警警護鶴湾鞠身と(仁

:γ士人|協議轟轟欝，]:り肌い
そム護タが|議畿警鐘響警襲撃手薄?

年総 i 芯吋 l側 犠 開 ! ぺ 官 ど
苦手抜てご:4'11 I 〆噛 今 、1

けらつよ:!うへ L も事気つ マタl' り
めきを勺 tすす t- Jし て ‘ 内 心 て 7 ふ j干

け τ /す:.1 I 長" 、持活七い弓まこへ

二主義 ; す I さき支乏売才誇
tlきる」〆 I JIIと ニ L レ } ; ル 仇

とつ 対話器 やて掠れ iJ:; lt，:2 ~ 
串し たγ 内 j ぷ終 iピぞr
んそ (，: 6 と 4ニ υ 若手令フ

言Ii11号主主はな 門事} 111 

総叫
M

問
幽
の
中
山
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簿
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命
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医
学
の
遜
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、
保
健
医
噛
棋
の
充
実
、
祭
怯
開
制
制

緩
絃
ど
に
よ
っ
て
大
憾
に
品
開
び
、
い
法
や
世
界
一
の
祭
湾
同
世
紀
怒
っ
て
い

善
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総
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後
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ホ
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ル
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叡
柑
服
務
佼
機
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め
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}
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幾
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ご
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隣
町
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だ
縫
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敏
総
務
入
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係
nn

問
国
間
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守
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設
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窃
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易
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日
歳
以
上
町
老
人
や
身
惇
符
害
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で
、
心
身
淳
書
者
(
交
)
を
対
象

日
量
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
り
、

お
世
話
す
る
人
か
い
な
い
場
合
、
身
内

削
出
り
や
食
事
的
世
誌
な
ど
を
行
フ
ホ
ー

ム
へ
ん
パ
ー
へ
繁
畿
準
仕
員
〕
を
派
逃

し
て
い
ま
寸
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出
滋
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叫
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品
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性
治
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協
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め
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フ
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伝
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入
し
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帳
簿
め
ゑ
討
中
心
数
約
前

も
の
が
あ
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ま
す
勺
年
め
務
将
校
総
制
問
状
部
川
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紙
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す
る
お

争
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事
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鰻
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政
務
的
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滋
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総
務
と
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期
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縦
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数
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か
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川
仇
夜
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間
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絞
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わ
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め
縁
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世
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潜
議
官
ぬ
議
護
崎
潔
潜
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待
…
却
さ
山
げ
訪
問
刈
万
一
偽
認
民
V
M

ぬ

*
生
活

4
品
商
品
的
資
叫
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介
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だ
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す
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叫
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ど
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、
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岡
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③
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叫
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④
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収
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介
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史
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絞
め
支
給
対
象
主
J

号
ま
す
。

*
掛
期
雄
前
震
持
品
料

率
的
関
に
町
障
制
叩
か
出
増

LNU夜
と
絞
め

支
給
対
撃
に
な
る
た
め
に
は
、
了
一
一
主
基

準
に
合
致
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
王
な
も
内
に
つ
い
て
の
い
キ
換

は
次
の
通
り
で
す

v

ゑ

一

絞

稔

品

開

策

時
間
務
総
叫
照
的
口
組
閣
か
午
後
け
る
ゆ
さ
が

た
り

目
指
対
象
と
な
り
ま
す
↑

*
移
送
費

返
錦
町
山
嶺
叫
に
よ
η
転
院
す
る
と
き

や
重
庁
仰
の
た
的
病
段
な
!
と
に
入
院
ヰ
mJAU

そ
の
病
院
な
ど
ま

問
問
絞
心
開
部
4
H門主的問

境
霧
器
詩

¥
h
r
d
q金
金

詮

〈

点

差

望

室

り

さ

認

知

事
治
四
料
品
狩
必
伝

f

守口
β
か
胤
制

2
2
a
u
T月
2
n
d一
以
後
十
}
徒
数
警
な

法
改
正
に
よ
り
改
め
て
妥
結
一
一
一
“
自
十
九
日
立
れ

F

M

門
町
内
鴇
者
等
の
妥
に
汗
す
る
特
別
給
②
第
口
題
特
刻
給
付
金
包
括
出
(
綴
罰
浸
中
円
支
で
、
昭
和
泊
年
3
H庁
M
U
E
ま

付
金
支
給
法
が
改
玄
さ
れ
、
戦
山
内
病
者

Z
万
円
ま
た
は

1
5山
口
内
「
い
雪
L

で
に
戦
州
内
情
昔
カ
平
荷
百
九

L
た
い
刀
め
主

的
嘉
の
皆
き
ん
に
蕊
め
て
特
初
給
付
令
を
浸
け
た
事
{
お
説
凶
山
川
内
保
汲
終
了
後
い
い
支
給
む
さ

か
支
給
き
れ
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